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　　　　《履修モデル》　　

講講座座 6.東アジア文明講座

学学系系 国際文明学系

関関係係・・分分野野 社会相関論　（文明構造論分野）

44回回生生

文明構造論演習ⅠＢ

卒業論文作成に向け、必要な知識を自主的に学修してください。テーマに関連する文学部
の科目を履修することを推奨します。なお、科目区分に於いて、取りこぼした科目の履修
を忘れないこと。

対象領域の言語である中国語を大切にした文献研究を基本としていますが、関心は専門領域に限定さ
れていませんので、みなさんの関心を教員に率直にぶつけてみてください。
また、文学部などの科目を積極的に履修されることも推奨します。

22回回生生

文明構造論ⅠＢ

学部専門科目である講義科目、基礎ゼミナールも意識して履修すること。

33回回生生

文明構造論演習ⅠＢ

副専攻科目の計画的な履修を行ってください。

教教員員
准教授：小野寺　史郎（中国近現代史）

11回回生生

全学共通科目（東洋史）および東洋史関連のILASセミナー など

学部科目「国際文明学系入門A」を履修すること。外国語については、中国語を履修する
ことが望ましい。
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6．東アジア文明講座 

　　　　《履修モデル》　　

講講座座 6. 東アジア文明講座

学学系系 国際文明学系

関関係係・・分分野野 歴史文化社会論　（歴史社会論分野）

教教員員

教　授：熊谷　隆之
　　　　吉江　崇

11回回生生

＜全学共通科目＞
日本史Ⅰ・Ⅱ、
日本古代・中世政治文化論基礎ゼミナールⅠ・Ⅱ
＜学部科目＞
基礎演習：日本古代・中世政治文化論Ⅰ・Ⅱ（以上、ILASセミナーと同一科目）

東アジア文明講座の教員が担当する全学共通科目のほか、人文・社会科学科目群、自然科
学科目群などから、幅広く学識を身につけていきましょう。学系入門科目や外国語ももら
さず履修しておいてください。

44回回生生

＜学部科目＞
日本歴史社会論ⅠA・ⅠB、日本歴史社会論ⅡA・ⅡB、
日本歴史社会論演習ⅠA・ⅠB、日本歴史社会論演習ⅡA・ⅡB

指導教員と相談して卒業論文のテーマを決め、それに適した授業を履修しましょう。

歴史学の知識や方法を体得し、よりよい卒業論文を作成するというのが最終的な目標です。総合人間
学部の特色を生かして、歴史学だけでなく幅広い学問に接し、独自のテーマや分析視角を見つけ出し
てください。わからないことや迷うことがあれば、ためらわずに東アジア文明講座の日本史の教員へ
声をかけてください。

22回回生生

＜全学共通科目＞
日本史各論（院政と仏教）、日本史各論（前近代日本の法と秩序）、
日本史各論（戦国・織豊期の公家と武家）

全学共通科目の各論のほか、東アジア文明講座の教員が担当する2回生履修可能な学部科
目を履修し、専門的な研究にふれていきましょう。副専攻科目についても履修していって
ください。

33回回生生

＜学部科目＞
日本歴史社会論ⅠA・ⅠB、日本歴史社会論ⅡA・ⅡB、
日本歴史社会論演習ⅠA・ⅠB、日本歴史社会論演習ⅡA・ⅡB

卒業論文の内容と、それに伴う指導教員の選択を念頭に、日本の科目に重点をおいて履修
してください。あわせて、東アジア文明講座の学部科目や、文学部など他学部の授業を履
修し、深い学識を身につけていきましょう。
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6．東アジア文明講座 
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講講座座 ６.東アジア文明講座

学学系系 国際文明学系

関関係係・・分分野野 歴史文化社会論　（東アジア文化論分野）

教教員員

〈日本語学・日本文学〉教授：須田 千里(日本近代文学)、教授：佐野  宏(日本語学・上代
文学)、教授：長谷川 千尋(日本古典文学)
〈中国語学・中国文学〉教授：道坂 昭廣(中国文学)、教授：松江  崇(中国語学)
〈中国史・中国思想史〉教授：辻  正博(中国古代～近世史)、准教授：福谷　彬（中国思想
史）

11回回生生

〈全学共通科目〉：
　日本語学・日本文学：国語国文学Ⅰ・同Ⅱ／言学Ⅰ・同Ⅱ／日本近代文学Ⅰ・同Ⅱ／
　　　　　日本近代文学基礎ゼミナール
　中国語学・中国文学：漢文学Ⅰ・同Ⅱ
　中国史・中国思想史：東洋史Ⅰ・同Ⅱ／東洋史基礎ゼミナールⅠ／東洋社会思想史Ⅰ・
同Ⅱ／東洋社会思想史基礎ゼミナール
〈学部科目〉：
　日本語学・日本文学：基礎演習 日本近代文学
　中国語学・中国文学：中国文字文化論／中国書誌論／中国古典講読論A・B
　中国史・中国思想史：基礎演習 中国史の基礎資料／基礎演習 中国社会思想史の基礎資料

　東アジア文化論・歴史文化社会論・国際文明学系の教員が担当する全学共通科目の他、
人文・社会・自然科学系の科目を幅広く履修することをお勧めします。
　２回生進級時に主専攻学系への分属が決まりますので、入門科目などを通じて各学系の
特色を知り、希望する学系を絞り込んでゆきましょう（10月下旬ごろに分属説明会があり
ます）。
　１回生から履修できる学部科目もあります。

44回回生生

指導教員と相談の上、上記１～３回生の科目で取り残したものがあれば履修して下さい。

　卒業論文執筆の指導教員を決め、卒論のテーマを決めます。テーマに関連した授業を中
心に履修します。将来どのような分野に進んでも、卒論執筆は心に残るできごとです。４
年間の勉学の成果を試す意味で、思う存分に書いてみましょう。

22回回生生

〈学部科目〉：
　日本語学・日本文学：日本語学・日本文学ⅠA・B／同ⅡA・B／同ⅢA・B／同ⅣＡ・B
　　　　　日本語学文献講読論Ⅰ・Ⅱ／日本古典講読論Ⅰ・Ⅱ／書論・書写演習A・B
　中国史・中国思想史：中国社会論ⅠA・B／同ⅡA・B
※このほか、上記1・2回生の科目で取り残したものがあれば履修して下さい。

　2回生で主専攻学系への分属が決定します。学部講義科目の履修を通じて、専門的な学問
の世界を体験しましょう。
　東アジア文化論関係の講義科目は２回生から履修が可能です。同時に、副専攻をどれに
するかを考えて科目を履修し、ものごとを複眼的に見る力を身につけましょう。
　外国語科目はこの時期にきちんと履修しておきましょう。教員アドバイザーに勉学等の
相談に乗ってもらうこともできますよ。

33回回生生

〈学部科目〉：
　日本語学・日本文学：日本語学・日本文学演習ⅠA・B／同ⅡA・B／同ⅢA・B／同Ⅳ
Ａ・B／同ⅤA・B
　中国語学・中国文学：中国文化論演習ⅡA・B
　中国史・中国思想史：中国社会論演習ⅠA・B／同ⅡA・B
※上記1・2回生の科目で取り残したものがあれば履修して下さい。
　このほか、下記のような文学部科目を興味や必要に応じて履修することを推奨します。
　 また、下記のような文学部科目を興味や必要に応じて履修することを推奨します。
　 系共通科目(国語学)(講義)／系共通科目(国文学)(講義)／国語学国文学(講読)／
　 系共通科目(中国文学)(講義)／系共通科目(中国語学)(講義)／中国語学中国文学(講読)／
　 系共通科目(東洋史学)(講義)／東洋史学(講読)　など
    国語学国文学(特殊講義)／国語学国文学(演習)／中国語学中国文学(特殊講義)／
    中国語学中国文学(演習)／東洋史学(特殊講義)／東洋史学(演習)／中国哲学史(特殊講義)
／中国哲学史(演習)　など

　東アジア文化論のどのジャンルで卒論を書くか、だれを指導教員に選ぶかを念頭に置い
て、関係する学部科目（歴史文化社会論関係、社会相関論関係を含む）を履修します。演
習科目もしっかり履修し、文献の読解力を身につけましょう。
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東洋社会思想史基礎ゼミナール専 門

中国社会論IIA・IIＢ

東アジア文明講座

国際文明学系 東アジア文明講座

伝統中国における思想の表明は、しばしば古典の解釈という形をとった。「道学」と⼀括りにされる南宋期の儒学は実際には⼤きく⽴場を異にする多様な
学派が含まれているが、このように発展を遂げた理由を彼らの経書解釈という点に着目して理解するのが私の⽅法である。複雑な成⽴過程を経ている儒教
経典にもともと存在する不整合な箇所を道学者は巧みに調停した。この調停のための思考こそ彼らの哲学が⽣ずる現場だったのではないか。以上のような
問題意識のもと、経書解釈と南宋道学の多様な思想的展開の関係を解明したい。

准 教 授

内線
(075)753-****

基礎演習：中国社会思想史の基礎資料（ILASセミナーと同一）

中国社会論演習 IIA・IIB

東洋社会思想史Ｉ・II

⼤学の学問と高校の勉強の違いは何でしょうか。すでに答えの用意されている問題に取り組むことが、高校での勉強であるなら、問題
そのものを⾒つけ、真実に近づくためのメソッドを⾝に着けるのが⼤学での学問であると私は考えています。⻑い間、多くの⼈々に読
み継がれてきた中国古典には、⼈がよりよく⽣き、そして社会をよりよいものへと変えていくためのヒントがたくさんあります。過去
の歴史のことだけ、実社会のことだけ、というだけではなく、⽇頃から広い視点で問題意識をもって研究に取り組みたい⽅に来ていた
だけたらと思います。

人間・環境学専攻

福　谷　　彬

フクタニ　アキラ

研究室

担
当
授
業
科
目

総合人間学部   

6676fukutani.akira.2z@kyoto-u.ac.jp吉田南総合館 共南 435

所属 人間・環境学研究科

研
究
テ
│
マ

高校時代、古臭い古典ばかり読むような⽣活だけは送るまいと思ってましたが、⼈と競争することが嫌で、のびのび勉強できそうな分
野を探したところ、いつの間にか今の分野に。⼀時流⾏っていたものも、あっという間に時代遅れになる世の中です。せっかく総合⼈
間学部に入ったのですから、まだ多くの⼈がその価値に気が付いてなさそうな学問を選んでみることを提案してみます。時代があなた
に追いつくころには、あなたはその分野のトップランナーの⼀⼈かも知れません。
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　　　　《履修モデル》　　

講講座座

学学系系

関関係係・・分分野野

本分野では、東アジアの政治・経済・文化などに多大な影響を及ぼしている大国・中国を中心としな
がらも、それを日本や朝鮮、台湾、香港などと比較することで、地域間の影響関係の有無をグラデー
ションで考えてみる。今後、日本を含む東アジアの過去・現在・未来を研究しようとするとき、いい
意味でも悪い意味でも中国ぬきに考えることは不可能であり、本分野では、学生一人ひとりがそれを
前提として研究を進めていくとともに、決して中国を過大評価することはなく、等身大の中国を見つ
め相対化しながら、東アジアにおける各地域の有り様を考えていって欲しいと願っています。

33〜〜44回回生生

東アジア比較文芸論、東アジア比較文芸論演
習

東アジア文化交渉論、東アジア文化交渉論演
習

３回生には、自らの問題関心を研ぎ澄ませていき、当該分野の専門の講義・演習に参加す
るとともに、東アジア比較思想論、文化交渉複合論、ポストコロニアル思想文化論、比較
パラダイム文明論、ユーラシア文化複合論、中国社会論、中国文字文化論、文化人類学方
法、地域空間論など、問題監視にあわせた専門科目を履修して欲しい。４回生には、卒業
論文の執筆に向けて問題意識を尖鋭化させながら、文献史料を読み込む訓練を受け、論文
というかたちでまとめ上げていってもらいたい。

６.東アジア文明講座

教教員員
准教授：津守　陽

（中国文学）
教授：太田　出
（東洋史学）

11〜〜22回回生生

東洋史Ⅰ・Ⅱ、東アジア比較文芸論、東アジ
ア比較文芸論演習

東洋史Ⅰ・Ⅱ、東アジア文化交渉論、東アジ
ア文化交渉論演習

日本と同じ東アジアに属する朝鮮半島や台湾、香港のほか、中東やヨーロッパ、アフリ
カ、ラテンアメリカといった地域や、移民問題、社会変動、芸術・文化などにも関心をも
ちながら、幅広い授業を履修して欲しい。あわせて英語はもちろん、中国語、朝鮮語、ア
ラビア語、スペイン語、フランス語など西洋と非西洋世界を知的に往還するための言語を
学んで欲しい。また高度な日本語能力を養うことも大切であるので、新書などを数多く読
んでもらいたい。

比較文明論関係

文化環境学系
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講講座座 ６.東アジア文明講座

学学系系 文化環境学系

関関係係・・分分野野 比較文明論関係

比較文明学・比較思想学は、他の学問分野と関わり合いを持つ非常に広い学問ですので、まず１回生
のときからできるだけたくさんの外国語を習得してください。１０個くらいの外国語をまず覗いてみ
て、そのうち西洋・アジアの言語合わせて３つ（英語以外）、プラス漢文読解をマスターできればい
いと思います。それから幅広い知識が必要ですので、大学の授業以外に、岩波文庫や講談社学術文
庫、ちくま学芸文庫などをジャンルに関係なく１回生と２回生のときに年間１５０冊ていど読んでく
ださい。読むものは、自分の好きなジャンルやテーマで結構です。ここまでが基礎体力づくりの段階
です。３回生からいよいよ学問を始めます。演習の授業では原典を読み、また研究発表をしますの
で、こころを強くして正確性と独創性を発揮してください。ひとに批判されても自信をなくしてはい
けません。自分の基礎体力を信じてたたかいを挑んでください。

33回回生生

＜学部科目＞
哲学・思想・文化・文学に関する科目／いろいろな外国語
地球科学演習C
哲学・思想・文化・文学に関する科目／東アジア比較思想論A・B／東アジア比較思想論
演習A・B

外国語をできるだけ多く学び、人文学・社会科学・自然科学の様々な分野を幅広く学んで
ください。同時に卒業研究の方向性を意識しつつ、思想関係のより専門的な内容を学修し
てください。

44回回生生

＜学部科目＞
哲学・思想・文化・文学に関する科目／東アジア比較思想論A・B／東アジア比較思想論
演習A・B

卒業研究に向けて、必要な知識を自主的に学修し、自分の頭で徹底的に考えぬいてくださ
い。

22回回生生

＜全学共通科目＞
哲学・思想・文化・文学に関する科目／いろいろな外国語
＜学部科目＞
哲学・思想・文化・文学に関する科目／東アジア比較思想論A・B／東アジア比較思想論
演習A・B

外国語をできるだけ多く学び、人文学・社会科学・自然科学の様々な分野を幅広く学んで
ください。

教教員員
教授：小倉紀蔵（比較文明学・東アジア比較思想）

11回回生生

＜全学共通科目＞
哲学・思想・文化・文学に関する科目／いろいろな外国語
＜学部科目＞
哲学・思想・文化・文学に関する科目

外国語をできるだけ多く学び、人文学・社会科学・自然科学の様々な分野を幅広く学んで
ください。
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6．東アジア文明講座 

　　　　《履修モデル》　　

講講座座

学学系系

関関係係・・分分野野

日本・中国・韓国（朝鮮）を含む東アジア文明の特質を究明するためには、東西古今のあらゆる思想
文化を視野に入れておく必要があります。それと同時に、専門領域で新しい認識を獲得するために
は、高度に専門的な知識も必要です。マクロな思考とミクロな思考が交差するところで、はじめて価
値の高い認識が得られます。

33〜〜44回回生生

自分の興味関心にあわせて専門的な知識を増やし、その土台の上で自らの観点を論文の形
式で表現する作業を進めてください。既存の言説に対する十分な理解がないと、自らの観
点を適切な言語で表現することはできません。また、自らの問題意識に導かれた独自の観
点がなければ、オリジナリティのない研究になってしまいます。この両方を意識しながら
研究を進めてください。

＜学部科目＞
人文学・社会科学全般の科目／トランス東アジア文化思想論A・B／トランス東アジア文化
思想論演習A・B／東アジア比較思想論A・B／東アジア比較思想論演習A・B

６.東アジア文明講座

教教員員

11〜〜22回回生生

人類がいままで蓄積してきた様々な形の知を探検しながら、自らの問題意識に沿って思考
する練習を行ってください。外国語の習得は、そのためのきわめて有効な通路となりま
す。

比較文明論関係

＜全学共通科目＞
人文学・社会科学全般の科目／初修外国語の科目
＜学部科目＞
人文学・社会科学全般の科目／トランス東アジア文化思想論A・B／トランス東アジア文化
思想論演習A・B／東アジア比較思想論A・B／東アジア比較思想論演習A・B

講師：Kwak, Minseok（東アジア哲学・思想・文化）

文化環境学系
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